
市内全小中学校がコミュニ
ティ・スクールに指定され、
学校と保護者や地域住民が
知恵を出し合い、学校運営
に意見を反映させています。

コミュニティ・
スクール

互
い
の
文
化
・
人
権
を
認
め

共
に
生
き
て
い
く
た
め
に

　
湖
南
市
の
小
中
学
校
で
は
、
明
日
を

担
う
子
ど
も
を
育
て
る
た
め「
楽
し
く
て

力
の
つ
く
湖
南
市
教
育 

〜
子
ど
も
の
夢

を
育
て
、
生
き
る
力
の
根
っ
こ
を
太
く
す

る
〜
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
学
校
教
育
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。「
湖
南
市
教
育
三
方

よ
し
（
子
ど
も
よ
し
、
保
護
者
よ
し
、
地

域
よ
し
）」と
い
う
、
三
方
と
も
に
満
足
の

い
く
教
育
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、「
学
び

の
保
障
」「
仲
間
づ
く
り
」「
ふ
る
さ
と
意

識
の
醸
成
」
を
三
本
柱
に
、
子
ど
も
の
自

尊
感
情
を
育
ん
で
い
ま
す
。

楽
し
く
て
力
の
つ
く
教
育
で

未
来
を
育
て
る

外国人市民に制度や手続きなどを正しく説明す
るため、市役所の窓口に通訳を配置しています。
また、自動翻訳機を活用し、さまざまな言語でも対
応しています。

多言語での窓口対応

子どものことばの豊かさを育むため、音読集
『ことばの宝石箱』の暗唱や群読の他、「湖南
市の小さな詩人たち事業」で詩や短歌を作っ
ています。

ことばの教育

これまでの教育実践の蓄積にICTの活用
を掛け合わせ、学習活動の一層の充実
や、主体的・対話的で深い学びの視点か
らの授業づくりに取り組んでいます。

ICTを活用した教育

き
ら
め
き

人
と
ま
ち
と
の
支
え
合
い

日本語初期指導教室「さくら教室」では、日本語指導が必要な子どもが安心
して学習活動に参加し、生活ができるよう、日本語の基礎や日本の文化を教
えています。また、湖南市国際協会主催の外国語クラブでは、言語だけでな
く、その国の文化や習慣なども楽しく学んでいます。

多文化共生の第一歩

さくら教室

小さな詩人たち（左）
音読集『ことばの宝石箱』（右）

外国語クラブ

子どもの成長を伸ばすためにも欠かせないのが教育環境の充実です。整備が必要な教育
施設の計画的な改修や情報通信技術を活用した設備の導入など、学習効果を高める環
境の整備を推進しています。

快適な学習環境をつくる

新校舎建築 トイレ洋式化 空調機整備

学校・家庭・地域の協働により
子どもたちを見守る学校教育を推進。
「楽しくて力のつく湖南市教育」がテーマです。

「いろんな文化が響きあう
一人ひとりが笑顔でいられるまち 湖南」をめざし
多文化共生社会の推進に取り組んでいます。

　
湖
南
市
は
外
国
人
市
民
の
比
率
が
県

内
市
町
で
最
も
高
い
ま
ち
で
す（
令
和
5

年
／
6
・
9
8
％
）。
国
別
で
は
ブ
ラ
ジ

ル
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ペ
ル
ー
の
順
に
多
く
、
30

を
超
え
る
国
の
外
国
人
市
民
が
地
域
住

民
の
一
員
と
し
て
共
に
生
活
し
て
い
ま

す
。
市
で
は
、
令
和
４
年
に
「
湖
南
市
多

文
化
共
生
推
進
プ
ラ
ン W

ith K
O
N
A
N
 

Plan

　
」を
策
定
し
、「
交
流
か
ら
理
解
へ
」

「
理
解
か
ら
協
働
へ
」「
協
働
か
ら
創
造
へ
」

と
つ
な
が
る
よ
う
な
多
文
化
共
生
社
会

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

Ⅲ

さまざまな国の文化体験と市民の交流

を目的として湖南市国際協会が開催す

る「ワールドフェスタこなん」では、国際

色豊かなステージや世界の料理を楽し

むことができます。国籍や民族にかかわ

らず、全ての市民が交流し、理解し合え

る地域をめざし、取り組んでいます。

「交流から理解へ」
ワールドフェスタこなん

ブラジルの伝統武術「カポエイラ」
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